
別記様式第2号（その2の1） （用紙　日本工業規格A4縦型）

薬化学特論 1～4前 兼3　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

薬品化学特論 1～4前 兼2　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

薬品製造学特論 1～4前 1 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

代謝分析学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

薬品分析学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

生物物理化学特論 1～4前 兼3　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

生薬学特論 1～4前 兼3　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

公衆衛生学特論 1～4前 兼2　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

衛生化学特論 1～4前 1 2 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

生化学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

感染制御学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

臨床薬学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

薬物治療学特論 1～4前 1 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

病態生化学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

病態生理学特論 1～4前 1 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

薬理学特論 1～4前 1 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

臨床薬物動態学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

薬剤学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

細胞生物学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

臨床医科学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

臨床腫瘍学特論 1～4前 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

医薬品評価科学特論 1～4前 1 1 　　　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

創薬腫瘍科学特論 1～4前 1 兼3　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

腫瘍細胞生物学特論 1～4前 1 1    　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

腫瘍薬剤学特論 1～4前 1 1 兼1　　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ、隔年開講、集中

小計（25科目）

総合薬学セミナー 1～4通 兼13

薬学研究演習 1～4通 兼7

課題研究 1～4通 兼7

小計（3科目）

合計（28科目）

127616

16 6 7 12

16

16

16

127

6

6

6

1

1

1

-26 25 0

0

20

25

1

1

1

1

1

1

- 26 0

2

1

1

1

1

1

准教授必　修

2　期

選　択 自　由 助　手講　師 助　教

1

1

備　　　　考

　当該課程に4年以上在学し、研究指導を受け、課題研究20単位および
薬学研究演習4単位のほか、特論6単位以上（「がん薬物療法を専門と
する薬学研究者養成コース」履修者は必修6単位）および総合薬学セミ
ナー2単位の計32単位以上を修得し、かつ、博士学位論文の審査および
最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、特に優れた
研究業績を上げたと研究科教授会が認めた場合は、同課程に3年以上在
学すれば足りるものととする。
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